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　「ものが有る」（存在する）と言うとき、わたしたち

は、そのものが、たとえわずかな間でも、「それ自身

と同一する」（同一である）ことを求めるだろう。それ

は、そのものが、変化しないこと、そのものでなくな

らないこと、「それ自身と差異しない」（異ならない）こ

とである。

　しかし、現実に「ものが有る」（存在する）と言うと

き、わたしたちは、そのものが、何時か何処かに、い

くらかの間、いくらかの広がりをもって、そのつどの

異なる状況において有る（存在する）ことを求めるだ

ろう。それは、「もの」はつねに変化している、「それ

自身と差異している」と言うことであり、その変化す

る状況（出来事）をも含めて、「もの」と言われる「出

来事が起こっている」と言うことである。

　「それ自身と同一であるものが有る」（存在する）こ

とが真実の在り方であるなら、なぜそれが変化できる

のか、なぜそれがそれ自身と差異することができるの

か、理解できないことだろう。

　しかし、「それ自身と差異する出来事が起こってい

る」ことが真実の在り方であっても、相対的に安定し

た出来事を「それ自身と同一なもの」とみなして行為

することが生存に有利に働くことは、理解できるだろ

う。

　「ものが有る」（存在する）のではなく、「出来事が起

こっている」のだとすれば、それ自身と差異する出来

事である「行為」と別に、それ自身と同一な「行為す

るもの」が有る（存在する）わけもなく、「行為するも

の」と「行為するものに現れるもの」は同じ「一つの

出来事」の異なる生起の仕方であることになるだろ

う。

　『正法眼蔵』『仏性』（1241）は、「一切の衆生は悉く

仏性を有する」と読まれる「一切衆生悉有仏性」を、

「一切の衆生は悉有であり、悉有は仏性である、ゆえ

に、一切の衆生は仏性である」と読み、「仏道修行す

るすべてのもの（衆生）は、仏道修行するその行為に

おいて生起しているすべての出来事（悉有）と別のも

のではなく、まさにその出来事（悉有）が、仏である

証し（仏性）なのである」、「仏道修行するその行為が、

仏である証しなのであり、その行為のほかに、仏であ

る証しはない」と理解している。１）

　『山水経』は1240年、修行者たちに示されている。

比較的初期の作品であるが、75巻本『正法眼蔵』では

第29巻に配されている。

　仏道修行者にとって、山や水は、仏道修行する行為

において、それと一つの出来事として生起しているか

ぎりで、古仏の言葉の実現（経）であると言っている

ようである。

　１　山はつねに歩みをすすめる

　［1-1-A］而
し

今
きん

の山水は、古仏の道
どう

現
げん

成
じよう

なり。ともに

法位に住して、究
ぐう

尽
じん

の功
く

徳
どく

を成
じよう

ぜり。空
くう

劫
こう

已
い

前
ぜん

の消息

なるがゆゑに、而今の活
か つ け

計なり。朕
ちん

兆
ちよう

未
み

萌
ぼう

の自己な

るがゆゑに、現成の透
ちよう

脱
とつ

なり。山の諸功徳高
こう

広
こう

なるを

もて、乗雲の道徳かならず山より通達す、順風の妙
みよう

功
くう

さだめて山より透脱するなり。２）

　［1-1-B］［仏道修行している］この今の山と水は、古仏
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の言葉の実現です。どれもその在り方のままで（法位

に住して）、その力量を究め尽くし発揮しているので

す。何時でもない出来事ですから、［仏道修行している］

この今の活きた働きなのです。誰でもない自己ですか

ら、実現している透り脱けです。山の力量は高く広い

ので、雲に乗る［古仏の］言葉の力量の発揮はかなら

ず山から通じ達するのです、風に順う［古仏の言葉の］

精妙な力量の発揮は決まって山から透り脱けるので

す。３）４）

　 ［1-1-C］『正法眼蔵』は、仏道修行する修行者に向

けて語りかけられる言葉（示衆）である。したがって、

「而今の山水」も、仏道修行するものにとって「山」

として現れ「水」として現れている出来事を指してい

るのだろう。

　『正法眼蔵』『仏性』では、「一切衆生悉有仏性」が、

「一切の衆生は、悉有であり、悉有は仏性である、ゆ

えに、一切衆生は仏性である」と読まれている。「仏

道修行するもの（衆生）と、その行為において生起す

る出来事（悉有）は一つの同じ出来事であり、それ（悉

有）が仏であることの証し（仏性）である」と言って

いるようである。

　「山」や「水」は、この「仏道修行する行為におい

てそれと一つのこととして生起している出来事」を、

したがって、また、それと一つの出来事としての、「仏

道修行する行為」そのものを指すことになるだろう。

　「古仏の道
どう

現
げん

成
じよう

」（古仏の言葉の実現）は、「古仏の道
みち

の実現」とも理解されるが、この山も水も、「古仏の

言葉の実現」として、「経
きよう

」であると言うのだろう。

　たとえば、［1-5-A］では、「雲門匡真大師いはく、

『東山水上行』。この道現成の宗旨は」（ここに実現さ

れた言葉の大切な意味は）と言われている。『正法眼蔵』

『仏道』には、「しるべし、七仏諸仏より正伝ある仏

祖、かくのごとく道取するなり。ただ『吾之法門、先

仏伝受』と道現成す。『吾之禅宗、先仏伝受』と道現

成なし。」（おわかりでしょ。七仏諸仏から正伝がある仏祖は、

このように言われるのです。ただ「わたしの法門は、先仏から

伝え受けたものです」という言葉で言われたのです。「わたし

の禅宗は、先仏から伝え受けたものです」などという言葉で言

われたのではありません）という表現が見られる。

　仏祖の言葉の力量は、「仏道修行において生起する

出来事」の力量として実現しているのだから、「仏道

修行する行為」の外では何ものでもない。「それ自身

と同一な実体的なものでなく、それ自身と差異する出

来事である」ということが、「透り脱ける」と表現さ

れているのだろう。

　「法位に住して」（その在り方に住
とど

まりながら）とは、

「仏道修行する行為」や「仏道修行において生起する

出来事」が、「現に生起しているそのつどの独自の仕

方のままで」と言うのだろうか。

＊

　［1-2-A］大
たい

陽
よう

山
ざん

楷
かい

和
お

尚
しよう

示
じ

衆
しゆうに

云
いわく

、「青
せい

山
ざん

常
じよう

運
うん

歩
ぽ

、

石
せき

女
じよ

夜
や

生
しよう

児
じ

」。

　山はそなはるべき功徳の虧
き

闕
けつ

するなし。このゆゑに

常安住なり、常運歩なり。その運歩の功徳、まさに審

細に参学すべし。山の運歩は人の運歩のごとくなるべ

きがゆゑに、人間の行
ぎようぶ

歩におなじくみえざればとて、

山の運歩をうたがふことなかれ。

　いま仏祖の説道、すでに運歩を指示す、これその得
とく

本
ほん

なり。「常運歩」の示
じ

衆
しゆ

を 究
きゅうはん

すべし。運歩のゆゑ

に常
じよう

なり。青山の運歩は其
ご

疾
しつ

如
によ

風
ふう

よりもすみやかなれ

ども、山中人は不覚不知なり、山中とは世界裏の花
け

開
かい

なり。山外人は不覚不知なり、山をみる眼目あらざる

人は、不覚不知、不見不聞、這
しや

箇
こ

道
どう

理
り

なり。もし山の

運歩を疑
ぎ

著
じや

するは、自己の運歩をもいまだしらざるな

り、自己の運歩なきにはあらず、自己の運歩いまだし

られざるなり、あきらめざるなり。自己の運歩をしら

んがごとき、まさに青山の運歩をもしるべきなり。

　［1-2-B］大陽山楷和尚は修行者に示して、「青山は

常に歩みをすすめます、石女は夜に児を生むのです」

と言われました。

　［仏道修行する行為において生起する出来事として］山に

は、そなわるべきどんな力量の発揮も欠けていませ

ん。ですから、つねに安らかに住
とど

ま［れ］るのです、

［さらに］つねに歩みをすすめ［られ］るのです。その

歩みをすすめる力量の発揮を、まさに詳しく（修行の

場で）参
まみ

えて学びなさい。山は［仏道修行する］人が歩

みをすすめるように歩みをすすめているはずですか

ら、人間が［足で］歩くのと同じに見えないからといっ

て、山が歩みをすすめることを疑ってはいけません。

　いま仏祖が説く言葉は、すでに（山が）歩みをすす

めることを指示していますが、これはその（山の）根

本を捉えています。修行者に示された「常に歩みをす

すめる」［の意味］をしっかりと究明しなさい。歩みを

すすめているから常になのです。青山が歩みをすすめ

るのは［『法華経』の言う］「その疾きこと風の如し」よ

りすみやかなのですが、山の中にいる人は、それに気

づかず知りません、山の中とは［般若多羅尊者にちなめ

ば］「世界のうちで［世界が］花開く」ことです。山の

外にいる人は、それに気づかず知りません、山を見る

眼がない人は、気づかず知りません、見ることも聞



正法眼蔵『山水経』 33

くこともありません、これが道理です。もし［修行者

にとっての］山が歩みをすすめることを疑うとすれば、

［修行者である］自己が歩みをすすめていることをまだ

知っていないのです、自己が歩みをすすめていること

がないわけではないのですが、自己が歩みをすすめて

いることがまだ知られていないのです、明らかになっ

ていないのです。自己が歩みをすすめていることを知

れば、まさに青山が歩みをすすめていることも知るは

ずです。

　［1-2-C］「山」（仏道修行する行為において生起している出

来事）が「運歩する」とは、仏道修行する行為と一つ

の出来事として生起している「出来事」は、仏道修行

する行為と別に、それ自身で固定的に存在する（自己

同一的な）「もの」ではありえないことを意味するのだ

ろう。

 　 『正法眼蔵』『仏性』にしたがって、「仏道修行する

もの（衆生）は、その行為と一つのこととして生起し

ている出来事（悉有）（山）において、仏であること（仏

性）を実証している」のだとすれば、「山がつねに運

歩している」とは、「仏とはつねに仏道修行している

ものである」ということであり、「自己が運歩してい

る」とは、「修行者とは仏として行為しているもので

ある」ということだろう。

　山の中の人も、山の外の人も、気づかず知らないの

は、仏道修行する行為（自己の運歩）と別に仏であるこ

との実証（山の運歩）が起っているわけでなく、仏で

あることの実証（山の運歩）と別に仏道修行する行為

（自己の運歩）が遂行されるわけでもないからだろう。

＊

　［1-3-A］青山すでに有
う

情
じよう

にあらず、非情にあらず。

自己すでに有情にあらず、非情にあらず。いま青山の

運歩を疑
ぎ

著
じや

せんことうべからず。いく法
ほう

界
かい

を量
りようこく

局とし

て青山を照
しようかん

鑑すべしとしらず。青山の運歩および自己

の運歩、あきらかに撿
けんてん

点すべきなり。退歩歩退、とも

に撿点あるべし。

　未
み

朕
ちん

兆
ちよう

の正
しょうとうじ

当時、および空
くう

王
おう

那
な

畔
はん

より、進歩退歩

に運歩しばらくもやまざること、撿点すべし。運歩も

し休することあらば、仏祖不出現なり。運歩もし窮
ぐう

極
ごく

あらば、仏
ぶつ

法
ぽう

不
ふ

到
とう

今
こん

日
にち

ならん。進歩いまだやまず、退

歩いまだやまず。進歩のとき退歩に乖
け

向
こう

せず、退歩の

とき進歩を乖向せず。この功徳を山流とし、流山と

す。

　青山も運歩を参究し、東山も水上行を参学するがゆ

ゑに、この参学は山の参学なり。山の身
しん

心
じん

をあらため

ず、やまの面目ながら廻
うい

途
と

参学しきたれり。

　青山は運
うん

歩
ぽ

不
ふ

得
て

なり、東
とう

山
ざん

水
すい

上
じよう

行
こう

不
ふ

得
て

なると、山

を誹
ひ

謗
ぼう

することなかれ。低
てい

下
げ

の見
けん

処
じよ

いやしきゆゑに、

青山運歩の句をあやしむなり。少
しよう

聞
もん

のつたなきにより

て、流山の語をおどろくなり。いま流水の言も七通八

達せずといへども、小見小聞に沈
ちん

溺
じやく

せるのみなり。

　しかあれば、所
しよ

積
しやく

の功徳を挙
こ

せるを形名とし、命脈

とせり。運歩あり、流行あり。山の山
さん

児
じ

を生ずる時節

あり、山の仏祖となる道理によりて、仏祖かくのごと

く出現せり。

  ［1-3-B］［修行者にとっての］青山はすでに有
こころあるもの

情でもな

く、非
こころないもの

情でもありません。［修行者である］自己はすで

に有情でもなく、非情でもありません。［仏道修行して

いる］今は青山が歩みをすすめることを疑おうとして

もできません。青山を照らしあわせて見るのに［実体

的なものである］いくつの世界を量の区切りとしたらよ

いのかもわかりません。青山が歩みをすすめること

と、自己が歩みをすすめること［がどういうことか］を、

点検しあきらかにしなければなりません。後退の歩み

と歩みの後退（退歩歩退）、どちらも点検しなければな

りません。

　どんな［実体的］区別の兆しもないまさにそのとき、

そしてどんな［実体的な］ものも存在しなかったころ

から、前進と後退の歩みをすすめることが一
いつ

時
とき

もや

まなかったこと［の意味］を、点検しなければなりま

せん。歩みをすすめることがもし休止することがあ

れば、仏祖が出現することはなかったでしょう。歩み

をすすめることにもし究極があれば、仏法が今日に到

ることはなかったでしょう。いまだに前進の歩みもや

みません、いまだに後退の歩みもやみません。前進の

歩みのときも、後退の歩みにそむくわけではありませ

ん。後退の歩みのときも、前進の歩みにそむくわけ

ではありません。この力量の発揮を山が流れる（山流）

とし、流れる山（流山）とするのです。

　青山も歩みをすすめることを（修行の場で）参
まみ

えて究

め、東山も水の上を行くことを（修行の場で）参
まみ

えて学

ぶのですから、この（修行の場で）参
まみ

えて学ぶことは山

［自身］が（修行の場で）参
まみ

えて学ぶことです。山が［自

分の］身心をかえずに、自分の顔と眼（面目）のままで

途をめぐらし［進歩し退歩し］て（修行の場で）参
まみ

えて学

んできたのです。

　「青山は歩みをすすめることはできない、東山も水

の上を行くことはできない」と［言って］、山を誹謗し

てはいけません。低級で下等の［者の］見るところが

いやしいので、「青山が歩みをすすめる」という句を

とがめるのです。［仏祖の教えを］聞くことが少なくつ
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たないので、「流れる山」という語におどろくのです。

いまだ「流れる水」と言うことにも十分通じてないの

に、いいかげんな見聞に沈みおぼれているだけなので

す。

　ですから、［修行者の］積み重なる力量の発揮をとり

あげて、［山という］形や名とし、［運歩や流行という］命

のつなとしたのです。歩みをすすめることがあり、流

れ行くことがあります。山が山の児を生む時があり、

山が仏祖になるその筋道（道理）によって、仏祖がこ

のように出現したのです。

　［1-3-C］行為するものとその行為において生起して

いる出来事は、一つの同じ「出来事」なのだから、自

己は情
こころ

のある「もの」、青山は情のない「もの」、とし

て区別されるわけではない。

　「自己の運歩」を「進歩」（修行者が仏として行為する）

とすれば、「青山の運歩」は「退歩」（仏が仏道修行する）

であり、それらは、異なる仕方で生起する一つの出来

事であるかぎり、互いに乖
そむ

くことはないと言うのだろ

う。

　「山流」（山が流れる）や「流山」（流れる山）も、まず、

山という（それ自身と同一の）「もの」が有る（存在する）

ことが前提され、しかる後、流れるという（それ自身

と差異する）出来事（行為）が起こることではなく、流

れるという「出来事」（行為）が山という「もの」を成

り立たせているということだろう。

　「山が山の児を生む」も、「山は運歩する」や、「山

は流れる」、「山は水上を行く」などと同様に、「仏道

修行する行為において生起する出来事（仏であること）

［山］は、その仏道修行する［児を生む］行為の外では

何ものでもない」（仏とは仏として行為できるものにほかな

らない）と言うのだろう。

＊

　［1-4-A］たとひ草
そう

木
もく

土
ど

石
しやく

牆
しよう

壁
へき

の見
げん

成
じよう

せる眼
がん

睛
ぜい

あら

んときも、疑著にあらず、動
どう

著
じや

にあらず、全現成にあ

らず。たとひ七
しつ

宝
ぽう

荘
しよう

厳
ごん

なりと見取せらるる時節現成

すとも、実帰にあらず。たとひ諸仏行道の境
きようがい

界と見
けん

現
げん

成
じよう

あるも、あながちの愛
あい

処
しよ

にあらず。たとひ諸仏不思

議の功徳と見現成の頂
ちんにん

をうとも、如
によじつ

実これのみにあ

らず。各々の見成は各々の依
え

正
しよう

なり、これを仏祖の道
どう

業
ごう

とするにあらず、一偶の管見なり。

　転境転心は大
だい

聖
しよう

の所
しよ

呵
か

なり、説
せつ

心
しん

説
せつ

性
しよう

は仏祖の所
しよ

不
ふ

肯
けん

なり。見
けん

心
しん

見
けん

性
しよう

は外
げ

道
どう

の活
か つ け

計なり、滞
たい

言
ごん

滞
たい

句
く

は解
げ

脱
だつ

の道
どう

著
じや

にあらず。かくのごとくの境界を透
ちよう

脱
とつ

せる

あり、いはゆる「青
せい

山
ざん

常
じよう

運
うん

歩
ぽ

」なり、「東
とう

山
ざん

水
すい

上
じよう

行
こう

」

なり。審細に参究すべし。

　「石
せき

女
じよ

夜
や

生
しよう

児
じ

」は、石女の「生児」するときを「夜」

といふ。おほよそ男
なん

石
せき

女
によ

石
せき

あり。これよく天を補
ふ

し、

地を補す。天石あり、地石あり。俗のいふところなり

といへども、人のしるところまれなるなり。生児の道

理しるべし。生児のときは親
しん

子
し

並
ひん

化
か

するか、児
じ

の親
しん

と

なるを生児現成と参学するのみならんや、親の児にな

るときを生児現成の修証なりと参学すべし、究
きゆう

徹
てつ

すべ

し。

　［1-4-B］たとえ［修行の力量の実証として］草や木、土

や石、牆
かこい

や壁を見ることが実現する［修行者の］目の

玉があるときでも、疑うわけでも、動じるわけでもあ

りません［が、それで］すべてが実現しているわけでも

ありません。たとえ七種の宝石が荘厳されていると見

て取られる時が実現するとしても、［そこが］真実帰着

すべきところなのではありません。たとえ仏たちがそ

の道を行う境域であると見ることが実現するとして

も、かならずしも愛すべきところではありません。た

とえ仏たちの不可思議な力量の発揮であると見ること

が実現する頂きを得るとしても、本当のところはこれ

だけではありません。各人が見ているのは各人に応じ

て現れる世界と各人（依正）です。これらを［そのまま］

仏祖の道の行い（道業）とするわけではありません、

それぞれの［限られた］立場からのぞき見られたもの

です。

　環境を変えて［それとは実体的に別なものである］心を

変えよう（また、その逆をしよう）とすることは、大い

なる聖人のお呵
しか

りになることです。［実体的なものとし

て］心を説き［本］性を説くことは、仏祖がお認めに

ならないことです。［実体的なものとして］心を見［本］

性を見ることは、仏道の生き方ではありません。言や

句に滞るのは［実体的なもが存在するという見方から］解

かれ脱けているもの（人）の言うことではありません。

このような［実体論的な］境域を透り脱けているもの

（言葉）があります。あの「青山はつねに歩みをすすめ

る」がそれです、「東山は水上を行く」がそれです。

詳しく丁寧に（修行の場で）参
まみ

えて究明しなければなり

ません。

　「石女は夜、児を生む」とは、「石女」が「児を生

む」ときを「夜」と言うのです。そもそも男の石が

あり女の石があるのです、男でも女でもない石もあり

ます。［伏義の妹がしたように］これがみごとに天のやぶ

れを補い、地のやぶれを補うのです。天の石がある

のです、地の石があるのです。［すでに］出家でないも

のが言っていることですが、知る人はほとんどいませ

ん。児を生むとはどういうことか知らなければなりま
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せん。児を生むときは、親と児がならんで教化するの

でしょうか。児が親になる、それが児を生むことの実

現であると（修行の場で）参
まみ

えて学ぶだけ［でいいの］で

しょうか、親が児になるときが、児を生むことの実現

を修行し［その力量を］実証することだと（修行の場で）

参
まみ

えて学ばなければいけません、究め徹
とお

さなければな

りません。

　［1-4-C］「児が生まれる」ことが「児が親になる」

（これまで児でしかなかったものが親になる）ことであるな

ら、「生まれる児は親と別人である」。しかし、それだ

けなのか、「親が児になる」ことでもあるのではない

か、疑って見なさいと言うのである。「親が児になる」

とは、「親自身が児として生まれる」ことだろう。

　「修行者（児）が仏（親）として行為する」ときは、

それと一つの出来事として（並化して）、「仏（親）が仏

道修行者（児）として行為する」ときであると言うよ

うである。

　「石女」が「児を生む」ときを「夜」と言うとは、

親と児の実体的な「差別のない」この同じ一つの出来

事のときが「夜」と表現されていると言うのだろう。

＊

　［1-5-A］雲門 匡
きよう

真
しん

大師いはく、「東山水上行」。

　この道
どう

現
げん

成
じよう

の宗
そう

旨
し

は、諸山は「東山」なり、一切の

東山は「水上行」なり。このゆゑに、九
く

山
さん

迷
めい

廬
ろ

等現成

せり、修証せり。これを東山といふ。しかあれども、

雲門いかでか東山の皮肉骨髄、修証活計に透脱なら

ん。

　いま現在大
だい

宋
そう

国
こく

に、杜
と

撰
せん

のやから一類あり、いまは

群れをなせり。小
しよう

実
じつ

の撃
ぎやく

不
ふ

能
のう

なるところなり。かれら

いはく、「いまの東
とう

山
ざん

水
すい

上
じよう

行
こう

話
わ

、および南泉の鎌
れん

子
す

話
わ

のごときは、無
む

理
り

会
うい

話
わ

なり。その意旨は、もろもろの

念慮にかかはれる語話は仏祖の禅話にあらず。無理

会話、これ仏祖の語話なり。かるがゆゑに、黄
おうばく

蘗の

行
ぎようぼう

棒 および臨
りんざい

済の挙
こ か つ

喝、これ理会およびがたく、念

慮にかかはれず、これ朕
ちんちようみぼう

兆未萌以前の大
だい

悟
ご

とするな

り。先徳の方
ほうべん

便、おほく葛
かつ

藤
とう

断
だん

句
く

をもちゐるといふは

無理会なり。

　かくのごとくいふやから、かつていまだ正
しようし

師をみ

ず、参
さんがくげん

学眼なし。いふにたらざる 小
しょう

獃
がい

子
し

なり。宋土

ちかく二三百年よりこのかた、かくのごとくの魔
ま し

子・

六群禿
とく

子
し

おほし。あはれれむべし、仏祖の大
だいどう

道の廃
はい

す

るなり。これらが所
しよ

解
げ

、なほ 小
しよう

乗
じよう

声
しよう

聞
もん

におよばず、

外道よりもおろかなり。俗にあらず僧にあらず、人
にん

に

あらず天
てん

にあらず、学仏道の畜
ちくしよう

生よりもおろかなり。

禿子がいふ無理会話、なんぢのみ無理会なり、仏祖は

しかあらず。なんぢに理
り う い

会せられざればとて、仏祖の

理
り う い ろ

会路を参学せざるべからず。たとひ 畢
ひつきよう

竟 じて無理

会なるべくは、なんぢがいまいふ理会もあたるべから

ず。しかのごときのたぐひ、宋朝の諸方におほし。ま

のあたり見
けんもん

聞せしところなり。あはれむべし、かれら

念慮の語句なることをしらず、語句の念慮を透脱する

ことをしらず。在宋のとき、かれらをわらふに、かれ

ら所
しよちん

陳なし、無語なりしのみなり。かれらがいまの無

理会の邪
じや

計
け

なるのみなり。たれかなんぢにをしふる、

天真の師範なしといへども、自
じ

然
ねん

の外道児なり。

　しるべし、この「東山水上行」は仏祖の骨髄な

り、諸水は東山の脚
きやつか

下に現成せり。このゆゑに、諸
しよせん

山

くもにのり、天をあゆむ。諸水の頂
ちん にん

は諸山なり。

向
こうじようちよくか

上直下の行
ぎようぶ

歩、ともに水上なり。諸山の脚
きやくせん

尖よく諸

水を行歩し、諸水を趯
ちつしつ

出せしむるゆゑに、運歩七 縦
じゆう

八横
おう

なり、修
しゆしようそくふむ

証即不無なり。

  ［1-5-B］雲門匡真大師は、「東山は水の上を行く」と

言われました。

　ここに実現された言葉の主旨は、［仏道修行者にとっ

て］山々は「東山」である、すべての東山は「水の上

を行く」ということです。だからこそ、九つの山や

須
しゆ

弥
み

山
せん

などが実現し［得］たのです、修行し［その力量

を］実証し［得］たのです。これを東山と言うのです。

そうなのですが、どうして、雲門さんが、東山の真髄

［である］、修行し［その力量を］実証する活動に［おいて］ 

透り脱けている［と言えるの］でしょうか。

　いま現在の大宋国に、いい加減なものたちの一派が

あって、いまは群れをなしています。すこしばかり真

実なものでは撃ちまかすことができません。そのもの

たちが言うことには、「この『東山は水の上を行く』

という話や、南泉の鎌の話などは、理解できない話

（無理会話）です」。その意味は、「あれこれの思念や考

慮にかかわる話は仏祖の禅の話ではありません。理解

できない話、それが仏祖の語る話です。ですから、黄

蘗が棒を使ったり、臨済が喝を用いたりしますが、こ

れらは理解がおよびにくく、思念や考慮にかかわらな

いのです、それを一切の差別が兆す以前の大いなる悟

りとするのです。力量の優れた先人が使われる手段と

して、多く葛藤を断ち切る句を用いると言いますが、

それは理解できないのです」ということです。

　このように言うものたちは、これまで正しい先生に

お目にかかったことがなく、（修行の場で）参
まみ

えて学び

とる眼がないのです。言うにたりないちっぽけな愚

か者です。宋の地に最近二三百年来、このような魔

物・［釈迦在世中のあの］六人組の［髪を短くしただけの偽］
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坊主［の類
たぐい

］が多くなっています。あわれなことです

が、仏祖の大いなる道が廃れているのです。このもの

たちの理解するところは、小乗の声聞にさえおよびま

せん、仏の道にないものよりおろかです。出家しない

ものでも出家でもなく、人間界のものでも天上界のも

のでもなく、仏の道をまなぶ鳥獸虫魚よりもおろかで

す。［髪を短くしただけの偽］坊主がいう理解できない話

とは、おまえたちだけが理解できないのです、仏祖は

そうではありません。おまえたちに理解されないから

といって、仏祖が理解する路を（修行の場で）参
まみ

えて学

ばないわけにはいきません。たとえどうやっても理解

できないのであれば、おまえたちがいま言っている理

解も外れているはずです。このようなものたちは、宋

朝のそこかしこに多くいます。この目で見聞してきた

ことです。あはれなことです、そのひとたちは、思念

や考慮が語句であることを知らず、語句が思念や考慮

を透り脱けていることを知らないのです。宋に滞在し

たとき、そのひとたちを笑ってみせたのですが、その

ひとたちには何の意見もなく、ただ黙っているばかり

でした。あのひとたちのいまの無理解がよこしまな計

りごとであるだけなのです。だれがおまえたちに教え

たのでしょうか、純真な師範がいなかったのでしょう

が、仏道とは別（外道）の自然主義の考えにおちいっ

た児どもなのです。

　わかるでしょう、この「東山が水の上を行く」こと

は、仏祖の真髄です。水たちは東山の脚もとに実現す

るのです。だからこそ、山々が、雲に乗り、天を歩む

［ことができる］のです。水たちの頂きが山々なのです。

上方であれ下方であれ歩み行くのは、ともに水の上な

のです。山々の脚さきがみごとに水たちを歩み行き、

水たちを躍り出させるのですから、歩みをすすめるの

は縦横無尽なのです、修行し［その力量を］実証するこ

とが無いわけではないのです。

  ［1-5-C］「山」が「仏道修行する行為において生起す

る出来事」（修行の力量を実証するもの）を指すとすれば、

その山はすべて、「仏道修行することができる力量を

実証している」、そのかぎりで、「東山」と呼ぶ、と言

うのだろうか。

　仏道のなかに禅宗などという一派をたて、理知的な

理解を超える話（無理会話）にその特異性を求め、愚

かにもそれを誇ろうとするものたちに対して、それは

正しい指導者に仏道を学ばなかったからであり、理解

できないのはその力量がないからであるとする。これ

が、道元の基本的立場である。

　『正法眼蔵』に言う「道理」も、この視点から理解

する必要があるだろう。ふつうの意味で（それ自身と同

一の実体的なものとして）「山が水の上を行く」ことが理

解できないなら、これをそれとは異なる仕方で（それ

自身と差異する出来事として）理解できる路を探すことが

求められるわけである。

　「山」が、「仏道修行する行為において生起する出来

事」（修行者が仏として在ること）を意味するなら、「水の

上を行く」ことは、それと一つの出来事である（仏が）

「仏道修行する行為」を意味するだろう。

　「思念や考慮が語句である、語句が思念や考慮を透

り脱けている」とは、「仏道における［それ自身と同一

の実体的なものの存在を前提しない］理解が仏祖の言葉と

なって表現されているのであり、その言葉は仏道か

ら外れた［それ自身と同一の実体的なものの存在を前提する］

理解を透り脱けている」というのだろうか。

  「自然の外道」とは、「思念や考慮（理解）を離れさえ

すれば自然に仏になれる」という「自然主義」で、そ

んな理解は「仏道から外れている」ということだろ

う。

　「修証即不無」とは、「修行があり、その力量を実

証すること（その違い）がある」にしても、それらは、

「まず修行があり、しかる後に実証がある」というよ

うに、別々の「もの」として存在するわけではなく、

異なる仕方で捉えられた同じ一つの「出来事」として

ある、ということだろう。それを、「水たち（修行）は

東山の脚もとに実現（実証）する」と言い、「水たち

（修行）の頂き（実証）が山々なのだ」と言うようであ

る。

　２　龍魚は水を宮殿と見る

　［2-1-A］水は強
こうにやく

弱にあらず、湿
しつかん

乾にあらず、 動
どうじよう

静

にあらず、 冷
りようなん

煖 にあらず、有無にあらず、迷悟に

あらざるなり。こりては金剛よりもかたし、たれか

これをやぶらん。融じては 乳
にゆうすい

水 よりもやはらかな

り、たれかこれをやぶらん。しかあればすなはち、

現
げんじようしよゆう

成 所 有の功徳をあやしむことあたはず。しばらく

十方の水を十方にして著
じやくげんかん

眼 看すべき時節を参学すべ

し。人
にんでん

天の水をみるときのみの参学にあらず、水の水

をみる参学あり、水の水を修証するゆゑに。水の水を

道
どうじや

著する参学あり、自己の自己に相
そう

逢
ふ

する通路を現成

せしむべし。他己の他己を参徹する活路を進退すべ

し、 跳
ちようしゆつ

出 すべし。

　おほよそ山水をみること、種類にしたがひて不同あ

り。いはゆる水をみるに瓔
ようらく

珞とみるものあり。しかあ

れども瓔珞を水とみるにはあらず。われらがなにとみ
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るかたちを、かれが水とすらん。かれが瓔珞はわれ水

とみる。水を妙
みようけ

華とみるあり。しかあれど、花を水と

もちゐるにあらず。鬼は水をもて猛
みようか

火とみる、膿
のう

血
けつ

と

みる。龍魚は宮
ぐうでん

殿とみる、楼
ろう

台
だい

とみる。あるいは七
しつ

宝
ぽう

摩
ま

尼
に

珠
しゆ

とみる、あるいは樹
じゆ

林
りん

牆
しよう

壁
へき

とみる、あるいは

清
しようじようげだつ

浄 解 脱の 法
ほつしよう

性 とみる、あるいは真実人体とみる。

あるいは身
しんそうしんしよう

相 心 性とみる。人間これを水とみる、殺
しや

活
かつ

の因縁なり。すでに随類の所見不同なり、しばらく

これを疑
ぎ

著
じや

すべし。一境をみるに諸見しなじななりと

やせん、諸象を一境なりと誤
ご

錯
さく

せりとやせん、功夫の

頂
ちんにん

にさらに功夫すべし。しかあればすなはち、修証

道も一般両般なるべからず、究
くきよう

竟の 境
きようがい

界 も千
せん

種
しゅ

万
ばん

般
ぱん

なるべきなり。さらにこの宗
そう

旨
し

を憶
おく

想
そう

するに、諸類

の水たとひおほしといへども、本水なきがごとし、諸

類の水なきがごとし。しかあれども、随類の諸水、そ

れ心
しん

によらず身
しん

によらず、業
ごう

より生ぜず、依
え

自
じ

にあら

ず依他にあらず、依
え

水
すい

の透脱あり。

　しかあれば、水は地水火風空識等にあらず、水は

青
しよう

黄
おう

赤
しや

白
くび

黒
やく

等にあらず、色
しきしようこうみそくほう

声香味触法等にあらざれ

ども、地水火風空識等の水、おのずから現成せり。か

くのごとくなれば、而
し

今
きん

の国土宮殿、なにものの能
のう

成
じよう

所
しよ

成
じよう

とあきらめいはんことかたかるべし。空
くうりん

輪・

風
ふうりん

輪にかかれると道著する、わがまことにあらず、他

のまことにあらず。小見の測
しき

度
たく

を擬
ぎ ぎ

議するなり。かか

れるところなくは住すべからずとおもふによりて、こ

の道著するなり。

  ［2-1-B］水は強でも弱でもありません、湿でも乾で

もありません、動でも静でもありません、冷でも煖で

もありません、有でも無でもありません、迷でも悟で

もありません。凝結すれば金
ダ イ ヤ

剛よりも剛く、誰もそれ

を破れません。融解すれば乳
ミ ル ク

水より柔らかく、誰も

それを破れません。ですからつまり、［水が］実現し所

有する力量の発揮をあやしむことはできません。［こ

こで］しばらく、諸方の水を［その］諸方の眼で見るべ

き時［のこと］を（修行の場で）参
まみ

えて学ばなければな

りません。人間界のものや天上界のものが水を見ると

きだけを（修行の場で）参
まみ

えて学ぶのではありません。

水が水を見ることを（修行の場で）参
まみ

えて学ぶことがあ

ります、なぜなら水［と］は水［の行い］を修得し［そ

の力量を］実証する［ものだ］からです。水が水を言い

表すことを（修行の場で）参
まみ

えて学ぶことがあります、

自己が自己に出逢う通路を実現させなければなりま

せん。他己が他己に（修行の場で）参
まみ

え徹
とお

す活路を進み

退
しりぞ

かなければなりません、跳び出なければなりませ

ん。

　そもそも山や水を見ることは、種類にしたがって違

いがあります。いわゆる水を玉飾りと見るものたちが

ありますが、だからといって［わたしたちの］玉飾りを

水と見ているわけではありません。そのものたちはわ

たしたちが何だと見ている現象を水としているので

しょうか。そのものたちが玉飾りと見ているものをわ

たしたちは水と見ているのです。水をきれいな華と見

るものたちがあります。だからといって、［わたしたち

の］花を水としてもちいるわけではありません。鬼は

水を猛火と見ます、膿や血と見ます。龍や魚は宮殿と

見ます、楼
たかどの

台と見ます。あるいは七種の宝石や珠玉と

見ます、あるいは樹や林や 牆
かこい

や壁と見ます、あるい

は清浄で［実体的な在り方を］解かれ脱した在り方（法

性）と見ます、あるいは真実の人の 体
からだ

と見ます。あ

るいは身体の在り方、心の本性（身相心性）と見ます。

それを人間は水と見ているのです。このようにして、

［水は］活かされもし殺されもするわけ（因縁）です。

すでに類にしたがって見ることが違っているのです

［が］、しばらくこれ［はどういうことなのか］を疑ってみ

なければなりません。一つの対象的なもの（境）［がま

ず存在していて、それ］を見るその仕方がさまざまであ

るとしましょうか、あれこれの現象（象）［が起こって

いて、それ］を一つの対象的なもの［の存在］と誤って

取り違えているのだとしましょうか。力を尽くして検

討し、その頂きでさらに力を尽くして検討しなければ

なりません。ですからつまり、修行し実証して仏道に

はげむことも一つ二つのやり方であるわけもなく、究

極の境域も千差万別であるはずです。さらにこの［随

類の水の］主旨に思いを凝らしてみれば、それぞれの

類の水が多いと言われても、もとになる［実体的に存

在する一つの］水があるのではないようです、それぞ

れの類［ごと］に［実体的に存在する］水があるわけでは

ないようです。と言っても、類にしたがう水たちが、

［実体的な］心に依って［存在するの］でも［実体的な］身

体に依って［存在するの］でも、［実体的な原因となる］行

為に依って生じるのでもありません、［実体的な］自己

に依って［存在するの］でも［実体的な］他のものに依っ

て［存在するの］でもありません、水［自身］に依って

［実現するわけですから］［実体的な在り方は］透り脱けられ

ているのです。

　ですから、水は、地水火風空識など［実体的に存在す

るもの］ではありません、水は青黄赤白黒など［実体的

なものの性質］ではありません、色声香味触法など［対

象的に捉えられもの］ではありませんが、地水火風空識

など［出来事として］の水が、おのずから実現してい
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るのです。こういうことですから、（仏道修行している）

只今の国土も宮殿も、だれが実現したのか誰に実現さ

せられたのか明らかに言うことはむずかしいはずで

す。［『倶舎論』にしたがって］空輪や風輪に依りかかっ

ていると言っても、わたしにとっても真実ではなく、

他の人にとっても真実ではないのです。狭量な見解の

推し測りをあてはめているのです。［実体的な］依りか

かるところがなくては住
とど

まることができないと思うの

で、そんなふうに言うのです。

  ［2-1-C］「水が水を修証する」とは、「水が水として

の活動を修得しその本領（力量）を発揮する（実証す

る）」ことを意味するのだろう。

　「水と、水の活動と、その活動において実現してい

る出来事とが、一つの同じ出来事（水）である」こと

が、したがって、「修行とその実証が、一つの同じ出

来事である」ことが、「水が水を見る」、「水が水を言

い表す」、「自己が自己に逢う」などと表現されている

のだろう。

　類にしたがって見るところが違うと聞くと、まずは

見られるものが同一のものとして客観的に存在し、そ

れを見る主観的な仕方が違うだけだと理解されがち

である。それを、「疑って見なさい」と言うのだろう

か。見るものの行為から独立に、それ自身と同一な

「もの」（境）が存在するのではなく、見る行為と一つ

のこととして生起しているさまざまな「出来事」（象）

が一つの実体的な「もの」（境）と取り違えられてい

ると言うようである。

　見られるものが実体的に存在するわけではないと

言っても（しかあれども）、見るもの（心、身、業、自、

他）がそれとは別の実体的なものとして存在し、見ら

れるものがそれに「依存して」存在すると言うわけで

もない。見るもの自身も、見る行為において生起（実

現）している出来事（見られるもの）と一つの出来事と

して生起しているのであり、だからこそ、見られるも

の（水）の実体的な存在も、見るものの行為（水の活動）

と一つの出来事として（水に依って）、「透り脱けられて

いる」と言うのだろうか。　

＊

　［2-2-A］仏
ぶつごん

言、「一
いつさいしよほうひつきようげだつ

切諸法畢竟解脱、無
む

有
う

所
しよ

住
じゆう

」。

　しるべし、解脱にして繋
け

縛
ばく

なしといへども諸法住位

せり。しかあるに、人間の水をみるに、流
るちゆう

注とどまら

ざるとみる一
いち

途
ず

あり。その流に多般あり、これ人
にんけん

見の

一端なり。いはゆる地
じ

を流
る

通
ずう

し、空
くう

を流通し、 上
じようほう

方

に流通し、下
か

方
ほう

に流通す。一曲にもながれ、九
きゆえん

淵にも

ながる。のぼりて雲をなし、くだりてふちをなす。

　［2-2-B］仏（目覚めた方）は、「［現に］存在するすべ

てのものはそもそも［実体的な繋縛を］解かれ脱してい

て、［実体的なものとしては］住
とど

まるところがない」と言

われました。

　おわかりでしょう、［実体的な在り方を］解かれ脱し

て、繋ぎ縛られていないと言うのですが、［現に］存在

するすべてのものはどれもそれ自身の［独自の］在り

方に住
とど

まっているのです。そうなのですが、人間が水

を見るとき、一途に、流れ注いで住
とど

まらないと見るも

のがいます。［しかし］その流れにはさまざまな仕方が

あります。［だから］この（一途な）見方は人間の見方

［でもそ］の一端にすぎません。［水は］いわゆる地を流

れ通り、空を流れ通り、上方に流れ通り、下方に流れ

通ります。曲がりくねっても流れ、淵にただよっても

流れます。上
のぼ

っては雲をなし、下
くだ

っては淵をなすので

す。

　［2-2-C］「諸法住位せり」（現に存在するすべてのものは

それぞれの存在の 位
くらい

に住
とど

まる）とは、現に（仏道修行する

ものにとって）存在するすべてのものは「畢
ひつ

竟
きよう

」（その

真実の在り方においては）実体的に差別のある（繋縛され

ている）ものとして存在するわけではない（解かれ脱し

ている）、しかし、まったく無差別であるのでもなく、

それぞれ独自の出来事として生起している（独自の力

量を発揮している）（その出来事に住んでいる ､ その出来事を

住
す み か

処としている）と言うのだろう。

＊

　［2-3-A］文
もん

子
し

曰
にいわく

、「水之道、上天為雨露、下地為

江河」。

　いま俗のいふところ、なほかくのごとし。仏祖の児
じ

孫
そん

と称ぜんともがら、俗よりもくらからんは、もとも

はずべし。いはく、水のみちは水の所
しよ

知
ち

覚
かく

にあらざ

れども、水よく現
げんぎよう

行す。水の不
ふ

知
ち

覚
かく

にあらざれども、

水よく現行するなり。

　「上
じよう

天
てん

為
い

雨
う

露
ろ

」といふ、しるべし、水はいくそばく

の上天上方へものぼりて雨露をなすなり。雨露は世界

にしたがうてしなじななり。水のいたらざるところあ

るといふは小乗声聞教なり、あるいは外道の邪教な

り。水は火
か

焔
えん

裏
り

にもいたるなり、心
しん

念
ねん

思
し

量
りよう

分
ふん

別
べつ

裏
り

に

もいたるなり、覚
かく

智
ち

仏
ぶつ

性
しよう

裏
り

にもいたるなり。

　「下
あ

地
じ

為
い

江
こう

河
が

」。しるべし、水の「下地」するとき、

「江河」をなすなり。江河の精よく賢人となる。いま

凡
ぼん

愚
ぐ

庸
よう

流
る

のおもはくは、水はかならず江
こう

河
が

海
かい

川
せん

にある

とおもへり。しかにはあらず、水のなかに江海をなせ

り。しかあれば、江海ならぬところにも水はあり、水

の下地するとき、江海の功をなすのみなり。
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　また、水の江海をなすつるところなれば世界あるべ

からず、仏土あるべからずと学すべからず、一滴
てい

のな

かにも無量の仏国土現成なり。しかあれば、仏土のな

かに水あるにあらず、水裏に仏土あるにあらず。水の

所在、すでに三
さんさい

際にかかはれず、法界にかかはれず。

しかもかくのごとくなりといへども、水
すいげんじよう

現 成の公案

なり。

　仏祖のいたるところには水かならずいたる。水のい

たるところ、仏祖かならず現成するなり。これにより

て、仏祖かならず水を拈
ねん

じて身心とし、思量とせり。

　しかあればすなはち、水はかみにのぼらずといふ

は、内
な い げ

外の典
てんじやく

籍にあらず。「水之道」は上下縦横に通

達するなり。しかあるに、仏経のなかに、「火風は上

にのぼり、地水は下にくだる」。この上下は、参学す

るところあり、いはゆる仏道の上下を参学するなり。

いはゆる地水のゆくところを下とするなり。下を地水

のゆくところとするにあらず。火風のゆくところは上

なり。世界かならずしも上下四
し

維
ゆい

の量にかかはるべか

らざれども、四大・五大・六大等の行処によりて、し

ばらく方
ほう

隅
ぐう

法
ほう

界
かい

を建
こん

立
りゆう

するのみなり。無
む

想
そう

天
てん

はかみ、

阿
あ

鼻
び

獄
ごく

はしもとせるにはあらず。阿鼻も尽
じん

法
ほう

界
かい

なり、

無想も尽法界なり。

　しかあるに、龍
りゅうぎょ

魚の水を宮
ぐう

殿
でん

とみるとき、ひとの宮

殿をみるがごとくなるべし、さらにながれゆくと知見

すべからず。もし傍
ぼうかん

観ありて、なんぢが宮殿は流
る

水
ずい

な

りと為
い

説
せつ

せんときは、われらがいま山流の道
どう

著
じゃ

を聞
もん

著
じゃ

するがごとく、龍魚たちまちに驚
きょうぎ

疑すべきなり。さら

に宮殿楼閣の欄
らん

堦
かい

露
ろ

柱
しゅ

は、かくのごとくの説
せつ

著
じゃ

あると

保
ほう

任
にん

することもあらん。この料理、しずかにおもひき

たりて、おもひもてゆくべし。この辺表に 透
ちょう

脱
とつ

を学

せざれば、凡夫の身
しん

心
じん

を解脱せるにあらず、仏祖の国

土を 究
きゅう

尽
じん

せるにあらず、凡夫の宮殿を究尽せるにあ

らず。

  ［2-3-B］『文子』の言うには、「水の道は、天に上
のぼ

っ

て雨や露となる、地に下
くだ

って江や河をなす」です。

　いま出家でないものが言うことでも、すでにこのよ

うです。仏祖の子孫であると自称するものたちが、出

家でないものより暗ければ、もっとも恥じなくてはい

けません。すなはち、水の道は水が［対象意識的に］知

覚するところでなくても、水はみごとにその働きを実

現するのです。水が知覚しないわけでなくても、水は

みごとにその働きを実現するのです。

　「天に上って雨や露となる」と言われています。お

わかりになるはずです、水はどれほどの上天上方にも

上って雨や露をなすのです。雨や露は世界にしたがっ

てさまざまです。水が到らないところがあると言うの

は小乗の声聞の教えです、あるいは仏道から外れたゆ

がんだ教えです。［大乗の教える水は］火焔のなかにも

到るのです、心念や思量や分別のなかにも到るので

す、仏である証しを覚智するなかにも到るのです。

　「地に下って江や河をなす」。おわかりになるはずで

す、水が「地に下る」［行為する］とき、「江や河」を

なす［出来事が生起する］のです。江や河を住
す み か

処とする

［に住位する］もの（精）が賢人になることができるの

です。いま凡庸で愚かなものが思うことですが、水は

かならず江や河、海や川にあるものだと思われていま

す。そうではないのです、水［が下る行為］のなかに江

や海［出来事］が成りたつのです。ですから、江や海

でないところにも水があるのです、水が地に下ると

き、江や海の力量を発揮するだけなのです。

　また、水が江や海をなしているところだから世界は

あるはずがない、仏の国土はあるはずがないと学んで

はいけません、一滴（水）（仏道修行する行為）のなかに

も無限の仏の国土が［出来事として］実現［生起］して

いるのです。ですから、仏の国土［実体的なもの］のな

かに水［実体的なもの］があるのではありません、［実体

的な］水のなかに［実体的な］仏の国土があるのではあ

りません。水があるところは、すでに過去現在未来の

［実体的な］区別にかかわりません、［実体的に］存在す

るものの世界にかかわりません。しかし、それでもや

はり、水は実現している真実（現成の公案）なのです。

　仏祖が到るところはかならず水が到るのです。水が

到るところは、仏祖がかならず実現するのです。です

から、仏祖はかならず水をもって［自己の］身心とし、

［自己の］思量とするのです。

　ですからつまり、水は上に上らないと言うことは、

仏教の経典にも仏教以外の書籍にも見られないので

す。「水の道」は上下縦横に通じ達するのです。とこ

ろが、仏の経のなかに、「火や風は上に上
のぼ

り、地や水

は下に下
くだ

る」［と言われています］。この上と下について

は、（修行の場で）参
まみ

えて学ばなければいけないことが

あります。いわゆる仏の道の上と下を（修行の場で）参
まみ

えて学ぶのです。いわゆる地や水が行くところを下と

するのです。下を地や水の行くところとするのではあ

りません。存在するものの世界はかならずしも上下

や東西南北の区別にかかわるわけではありませんが、

［地水火風空識などの］四大や五大、六大などの行くとこ

ろによって、とりあえず方位や存在するものの世界を

成り立たせているだけなのです。無想の天が上方、阿

鼻地獄が下方とするわけではないのです。阿鼻地獄
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も、［五逆罪を犯すものには］存在するものの世界の全体

なのです、無想天も、［無想定を修めるものには］存在す

るものの世界の全体なのです。

　ところで、龍や魚が水を宮殿と見るときは、人が宮

殿を見るようであるはずです、さらに流れゆくと知り

見るはずがありません。もし傍観者がいて、あなたの

宮殿は流れる水ですと言ってやるときは、わたしたち

が今山が流れると言われるのを聞くようなもので、龍

や魚はすぐに驚き疑うはずです。さらに宮殿や楼
たかどの

閣の

欄干やきざはし、露
む

きだしの柱が、このように説かれ

ることがあると了解することもあるでしょう。このよ

うな理解の仕方を、しずかに繰り返し考え抜くのでな

ければなりません。このあたりで［実体論的な理解の仕

方を］透り脱けることを学ばないようでは、凡庸な人

の身心から解かれ脱していることになりません、仏祖

の国土を究明し尽くしていることになりません。凡庸

な人の国土を究明し尽くしたことに［も］なりません、

凡庸な人の宮殿を究明し尽くしたことに［も］なりま

せん。

  ［2-3-C］この「公案」（真実）は、「仏道修行する行為

（水）において生起している出来事」としての「仏国

土」「仏祖」等（仏であることの実証）を指すのだろう。

　小乗の声聞が教える水と対比されるのは、大乗の菩

薩が教える水である。大乗の菩薩の真骨頂が、「自未

得度先度他」（すべての人を彼岸に渡すまでは自らは決して

彼岸に渡るまい）の誓願にあるとすれば、仏道修行する

ことをやめない仏、仏であることを実証する行為とし

ての修行が、仏道における「水」として語られている

のだろう。

　「水の行くところを下とするのであって、下を水の

行くところとするのではない」とは、「仏道修行にお

いて実現されている出来事そのものを仏とするので

あって、［修行と独立に先在ないし後続する実体的な］仏を

目指して仏道修行が行われるのではない」ことを意味

するのだろう。

　「行為において生起する出来事を存在するものとし

ているのであって、行為が働きかけるものがあらかじ

め行為と独立に［実体的に］存在しているわけではな

い」という意味で、これは、すでに、凡夫の国土や宮

殿についても真理である、そのことを理解しなさい、

と言うようである。

 ＊

　［2-4-A］いま人
にんげん

間には、海のこころ、江のこころを、

ふかく水と知見せりといへども、龍魚等、いかなるも

のをもて水と知見し、水と使用すといまだしらず、お

ろかにわが水と知見するを、いずれのたぐひも水にも

ちゐるらんと認ずることなかれ。いま学仏のともが

ら、水をならはんとき、ひとすぢに人間のみにはとど

こほるべからず。すすみて仏道のみづを参学すべし。

仏祖のもちゐるところの水は、われこれをなにとか所

見すると参学すべきなり、仏祖の屋裏また水ありや水

なしやと参学すべきなり。

  ［2-4-B］今、人間界では、海のいのち、江
かわ

のいのち

は、水であると深く思い見知っているのですが、龍や

魚などは、どういうものを水として見知り、水として

使い用いているのかいまだに知りません。おろかにも

自分が水として見知っているものを、どの類も水とし

て用いているだろうと認めてはいけません。今仏を学

んでいるみなさん、水をならおうとするときは、一筋

に人間界だけに滞ってはいけません。すすんで仏道の

水を（修行の場で）参
まみ

えて学ばなければいけません。仏

祖が用いる水を、自分は何として見ているのかを（修

行の場で）参
まみ

えて学ばなければいけません。仏祖の家

のうちにはたして水があるのか水がないのかと（修行

の場で）参
まみ

えて学ばなければいけません。

  ［2-4-C］仏（目覚めたひと）の道において水と見られ

るものは、人間界の何に相当するのか、かりにそれ

が、「修行」という言葉で表現されたとしても、それ

は、わたしたちにとって対象的なものとして現れる水

と同じような仕方で、仏祖にとって現れているのか、

考えてみなさい、と言うのだろう。

　３　山に住み、水に住む

　［3-1-A］山は 超
ちよう

古
こ

超
ちよう

今
こん

より大
だい

聖
しよう

の所
しよ

居
こ

なり。賢

人聖人、ともに山を堂
どうおう

奥とせり、山を身
しんじん

心とせり。賢

人聖人によりて山は現成せるなり。おほよそ山は、い

くそばくの大
だい

聖
しよう

大
だい

賢
けん

いりあつまれるらんとおぼゆれ

ども、山はいりぬるよりこのかたは、一人にあふ一人

もなきなり。ただ山の活
かつ

計
け

の現成するのみなり、さら

にいりきたりつる 蹤
しよう

跡
せき

なほのこらず。世間にて山を

のぞむ時節と、山中にて山にあふ時節と、頂
ちんにん

眼
がん

睛
ぜい

は

るかにことなり。不流の憶想および不流の知見も、龍

魚の知見と一
いつせい

斉なるべからず。人
にん

天
でん

の自界にところを

うる、他類これを疑著し、あるいは疑著におよばず。

しかあれば、山流の句を仏祖に学すべし、驚
きよ

疑
うぎ

にまか

すべからず。拈一はこれ流なり、拈一これ不流なり。

一回は流なり、一回は不流なり。この参究なきがごと

きは、如
によ

来
らい

正
しよう

法
ぼう

輪
りん

にあらず。

　古仏いはく、「欲
よく

得
とく

不
ふ

招
しよう

無
む

間
げん

業
ごう

、莫
まく

謗
ぼう

如
によ

来
らい

正
しよう

法
ぼう

輪
りん

」。



正法眼蔵『山水経』 41

　この道
どう

を、皮肉骨髄に銘ずべし、身
しんじんえしよう

心依正に銘ずべ

し。空
くう

に銘ずべし、色
しき

に銘ずべし。若
にやくじゆにやくせき

樹 若 石に銘ぜ

り、若
にやくでんにやくり

田若里に銘ぜり。

  ［3-1-B］山は古今を超えて偉大な聖人の居られると

ころです。賢人も聖人も、ともに山を奥深い住まいと

され、山を身心とされました。賢人や聖人によって山

は実現するのです。およそ山は、どれほど多くの偉大

な聖人や賢人が入られ集まっておられるかと思われま

すが、山に入ってしまえば、誰一人としてお会いす

ることがありません。ただ山の働きが実現するだけ

で、入って来た痕跡がまだ残っているなどということ

はけしてありません。世間で山を望み見ている時と、

山の中で山に会う時では、［その相貌は］頂きも眼の玉

もすっかり違っています。［山が］流れないという考え

も、［山が］流れないという知見も、龍や魚の知見とひ

としいはずがありません。人間界や天上界のものが自

分の世界において是認していることを、他の類のもの

は疑います、あるいは疑いさえしません。ですから、

［仏道修行者は］山が流れるという言葉を仏祖に学ばな

ければなりません、驚き疑うにまかせてはいけませ

ん。一方では流れるとし、もう一方では流れないとす

るのです。ある時は流れ、ある時は流れないのです。

このことを（修行の場で）参
まみ

えて究明しなければ、如来

の正しい法を説くことにならないのです。

　古仏は、「無間地獄におちる行為（五逆罪）を招きた

くないと思うなら、如来が説く正しい法を謗
そし

ってはな

りません」と言われました。

　この言葉を、［仏道修行者の］皮肉骨髄に刻みつけな

ければいけません、身体とこころに、自分をとりまく

ものと自分自身に刻みつけなければいけません。空

（形のないもの）に刻みつけなければいけません、色（形

のあるもの）に刻みつけなければいけません。（『涅槃経』

にならえば）樹にも石にも刻みつけるのです、（『法華経』

にならえば）田にも里にも刻みつけるのです。

  ［3-1-C］およそ、行為するものが住まう（住位する）

ところは、行為においてそれと一つのこととして生起

する出来事の外にはありえない。

　だとすれば、仏道修行するものが住まうところも、

仏道修行する行為においてそれと一つのこととして生

起する出来事（仏であることの実証）の外にはありえな

いだろう。

　かりに、この出来事が、「山」と呼ばれ、確固たる

出来事として「流れない」と言われようと、それは、

仏道修行する行為と一つの出来事として、「流れる」

と言われるのだろう。

＊

　［3-2-A］おほよそ山は国界に属せりといへども、山

を愛する人に属するなり。山かならず主を愛すると

き、聖賢高徳やまにいるなり。聖賢やまにすむとき、

やまこれに属するがゆゑに、樹石鬱
うつ

茂
も

なり、禽
きん

獣
じゆう

霊
れい

秀
しゆう

なり。これ聖賢の徳をかうぶらしむるゆゑなり。

しるべし、山は賢
けん

をこのむ実あり、聖
しよう

をこのむ実あ

り。

　帝
ていじや

者おほく山に幸
こう

して賢人を拝し、 大
だいしよう

聖 を拝問す

るは、古今の 勝
しようちよく

躅 なり。このとき、師礼をもてうや

まふ、民間の法に準ずることなし。聖化のおよぶとこ

ろ、またく山賢を強
こう

為
い

することなし。山の人間をはな

れたること、しりぬべし。崆峒華封のそのかみ、黄
こうてい

帝

これを拝
はい

請
しよう

するに、膝
しつこう

行して叩
こうとう

頭して広
こうせい

成にとふし

なり。釈迦牟尼仏かつて父
ふ

王
おう

の宮をいでて山にいれ

り。しかあれども、父王やまをうらみず、父王やまに

ありて太子ををしふるともがらをあやしまず。十二年

の修
しゆどう

道、おほく山にあり。法王の運
うんけい

啓も在山なり。ま

ことに輪
りんおう

王なほ山を強為せず。しるべし、山は人間の

さかひにあらず、上天のさかひにあらず、人
にんりよ

慮の測
しき

度
たく

をもて山を知見すべからず。もし人間の流に比
ひじゆん

準せず

は、たれか山流山不流等を疑著せん。

  ［3-2-B］およそ山は国の領界に属すると言われます

が、山を愛する人に属するのです。山はかならずその

主
あるじ

を愛するのですが、そのとき、聖人や賢人や高徳

の人が山に入るのです。聖人や賢人が山に住むとき、

山はこの人に属するので、樹や石が鬱蒼と繁茂するの

です、鳥や獣が霊
すぐ

れ秀でているのです。これは聖人や

賢人の力量をこうむらせるからです。おわかりでしょ

う、山は賢人をこのむ［ところにその］真実があり、聖

人をこのむ［ところにその］真実があるのです。

　帝王が多く山に行
み

幸
ゆき

され賢人に拝礼し、偉大な聖人

に拝問されるのは、古今のすぐれた事蹟です。このと

き、先生に対する礼をもって 敬
うやま

うのです、俗界の作

法にならうことはありません。聖人の教化がおよぶと

ころでは、山が賢人に無理を強いることはまったくあ

りません。［この］山が人間界を離れていることがわか

るはずです。崆峒山［の広成子］や華の封官のその昔、

黄帝はこの方（広成子）を拝し教えを請うにあたって、

膝をつけて進退し頭を地につけてお辞儀をして［広成

子に］問われたのです。釈迦牟尼仏はかつて父王の宮

殿を出て山に入られました。けれども、父王は山を恨

みませんでした、山にあって太子を教えられたものた

ちをとがめませんでした。道を修める十二年の多く

は、山ですごされました。法の王としてお出ましにな
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られたのも山にあってです。ほんとうです、転輪聖

王［世界の支配者］でさえ山に無理を強いることはない

のです。おわかりでしょう、山は人間界の境域ではあ

りません、上天界の境域でもありません、人の思慮で

推し測ることをもって山を見たり、知ったりしてはい

けません。もし人間界の流れに比べ準
なぞら

えたりしなけれ

ば、誰が、山が流れ［かつ］山が流れない、などのこ

とを疑うでしょうか。

  ［3-2-C］聖人や賢人が主人でありそれが愛する「山」、

賢人や聖人をこのむところに真実がある「山」とは、

聖人や賢人の行為と一つのこととして生起する出来事

としての「山」だろう。

　「山に住む」と言っても、人間界の山に 準
なぞら

えてはい

けない、釈迦牟尼仏は、道を修めるその行為と一つの

こととして生起している出来事（山）に住んでいるの

である、仏と成られ、法の王となられても、道を修め

るその行為（山）の外に出るわけではないのである、

「山が流れる」ことも「山が流れない」ことも、この

同じ一つの出来事が［仏道修行とその実証という］異なる

視点から見られているだけなのだから、驚くにはあた

らない、と言うのだろう。

＊

　［3-3-A］あるいはむかしよりの賢人聖人、ままに水

にすむもあり。水にすむとき、魚をつるあり、人をつ

るあり、道をつるあり。これともに古来水中の風
ふう

流
りゆう

なり。さらにすすみて自己をつるあるべし、釣
つり

をつる

あるべし、釣につらるるあるべし、道につらるるある

べし。

　むかし徳
とく

誠
じよう

和
お

尚
しよう

、たちまちに薬
やくさん

山をはなれて江心

にすみしすなはち、華
か

亭
てい

江
こう

の 賢
けんじよう

聖 をえたるなり。魚

をつらざらんや、ひとをつらざらんや、水をつらざら

んや、みずからをつらざらんや。人の徳誠をみること

をうるは、徳誠なり。徳誠の人を接するは、人にあふ

なり。

　世界に水ありといふのみにあらず、水界に世界あ

り。水中のかくのごとくあるのみにあらず、雲中にも

有情世界あり、風中にも有情世界あり、水中にも有情

世界あり、地中にも有情世界あり。法
ほうかいちゆう

界 中にも有情

世界あり、一
いつきんそうちゆう

茎 草 中にも有情世界あり、一
いつしじようちゆう

拄杖中に

も有情世界あり。有情世界あるがごときは、そのとこ

ろかならず仏祖世界あり。かくのごとくの道理、よく

よく参学すべし。

　しかあれば、水はこれ真龍の宮なり、流
る ら く

落にあら

ず。流のみなりと認ずるは、流のことば、水を謗
ほう

ずる

なり。たとへば非流と強為するがゆゑに。水は水の如
によ

是
ぜ

実
じつ

相
そう

のみなり、水
すい

是
ぜ

水
すい

功
く

徳
どく

なり、流にあらず。一水

の流を参究し、不流を参究するに、万法の究尽たちま

ち現成するなり。

  ［3-3-B］あるいは、昔から賢人や聖人で、ときには

水に住むかたがおられました。水に住むとき、魚を釣

るかたもおられます、人を釣るかたもおられます、道

を釣るかたもおられます。これはどれも古来水の中に

住む流儀なのです。さらにすすんで自分を釣るかたも

おられるはずです、釣りを釣るかたもおられるはずで

す、釣りに釣られるかたもおられるはずです、道に釣

られるかたもおられるはずです。

　むかし、［船子］徳誠和尚はにわかに薬山［惟儼］さ

んのもとを離れられ［渡し守として］大きな川のなかに

住まわれましたが、そこで、華亭江の賢聖［夾山善会］

を得ることができました。［水に住むものは］魚を釣ら

ないでしょうか、人を釣らないでしょうか、水を釣ら

ないでしょうか、自らを釣らないでしょうか。人が徳

誠に見
まみ

えることができるのは、［そのひとが］徳誠［だ

から］なのです。徳誠が人を応接できるのは、［しかる

べき］人（徳誠）に出会っている［からな］のです。

　世界に水があると言うだけではありません、水の界

域に世界があるのです。水の中がこのようにあるだけ

ではありません、雲のなかにも 有
こころあるもの

情 の世界があり

ます、風のなかにも有情の世界があります、地のなか

にも有情の世界があります、どの存在するものの界域

にも有情の世界があります、ひと茎の草のなかにも有

情の世界があります、一本の杖のなかにも有情の世界

があります。有情の世界があるところにはかならず仏

祖の世界があるのです。このような筋道を、よくよく

（修行の場で）参
まみ

えて学ばなければいけません。

　ですから、水はまさに本ものの龍（仏として行為する

修行者）の宮殿（力量を発揮する住まい）です、流れ落ち

るのではないのです。流れるだけだと認めるなら、流

れるという言葉は水を謗ることになります。たとえば

流れでないとすることが無理強いになるからです。水

は水のありのままの在り方（如是実相）をするだけで

す、水とは水の力量の発揮なのです、流れる［だけ］

ではないのです。一つの水が流れることを（修行の場

で）参
まみ

えて究明し、［また一つの水が］流れないことを

（修行の場で）参
まみ

えて究明するまさにそのところに、［現

に］存在する一切のものを究め尽くすことが実現する

のです。

  ［3-3-C］人（善会）が指導者（徳誠）に出会って道を

得ることができるのは、その人が仏道修行する自分自

身の行為においてすでに道を得ている人（徳誠）であ
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るからであり、指導者（徳誠）が人（善会）に道を得さ

せることができるのは、仏道修行する行為においてす

でに道を得ている人（善会すなわち徳誠自身）に出会っ

ているからである。仏道修行者が得る（釣る）道は、

仏道修行するその行為と一つの出来事であり、道を得

る（釣る）仏道修行者は、仏道修行する自分自身に出

会っているのである。その意味で、人を釣る（道を得

させる）ことは、自らを釣ることである、人に釣られ

る（道を得る）ことは、自らに釣られることだ、と言

うのだろう。

　地水火風空等々、行為するものから独立に実体的に

存在すると思われているものも、行為においてそれと

一つのこととして生起する出来事にほかならないとす

れば、その出来事のうちにはそれと一つのこととして

行為するものの世界が含まれていることになるだろ

う。それが仏道修行するもの（ 有
こころあるもの

情 ）の世界である

なら、そのことと一つの出来事として仏祖の世界が実

現してるはずである、それが道理である、と言うのだ

ろうか。

　一般に、行為において生起している出来事を、行為

するものがそのなかに住み込んでいる世界（水）とし

てそれが確固たる実在性を持つかぎりで「流れない」

と言い、その行為においてのみ実現する出来事（水）

として生起するかぎりで「流れる」と言えるなら、そ

の一例として、仏道修行する行為（水）が「流れる」

と言われ、仏であることを実証する出来事（水）が

「流れない」と言われることも不思議ではないだろう。

＊

　［3-4-A］山も宝にかくるる山あり、沢
たく

にかくるる

山あり、空
くう

にかくるる山あり、山にかくるる山あり。

蔵
ぞう

に蔵
ぞうざん

山する参学あり。

　古仏 云
いわく

、「山
さ ん ぜ さ ん

是山、水
す い ぜ す い

是水」。

　この道
どうしゆ

取は、やまこれやまといふにあらず、山これ

やまといふなり。しかあれば、やまを参究すべし、山

を参窮すれば山に功夫なり。

　かくのごとくの山水、おのづから賢をなし、 聖
しよう

を

なすなり。

　正法眼蔵山水経第二十九

    爾時仁治元年庚子十月十八日于時在観音導利　興聖

宝林寺示衆

  ［3-4-B］山にも［須
し ゆ み せ ん

弥山のように］宝に蔵
かく

れる山があり

ます、［『荘子』に言う］沢に蔵れる山があります、空に

蔵れる山があります、山に蔵れる山があります。蔵れ

ることのうちに山が蔵れることを（修行の場で）参
まみ

えて

学ぶことがあります。

　古仏は、「山はこれ山、水はこれ水」と言われまし

た。

　この言葉は、［ただ］「やまはやまである」と言って

いるのではなく、「（蔵に蔵山する）山がやまである」と

言っているのです。ですから、（蔵に蔵山する）やまを

（修行の場で）参
まみ

えて究明しなければいけません、山を

（修行の場で）参
まみ

えて究明するのなら、山において（修

行の場で）参
まみ

えて力を尽くすのです。

  このような山や水が、おのずから賢人をなし、聖人

をなすのです。

　『正法眼蔵』、第二十九巻、「山水経」

    時に、仁治元年、庚
かのえね

子、十月十八日、観音導利興聖

宝林寺において、修行者たちに示した。

  ［3-4-C］ふつうは、蔵
かく

すものと蔵されるものは「別

のもの」である。そのとき、蔵すものも、蔵されるも

のも、それ自身と「同一なもの」と考えられ、その意

味で、「やまはやま［自身と同一］である」と言われる。

しかし、別のものが別のものを蔵すかぎり、その蔵す

ことは、かならずや、蔵し過ぎるか、蔵し足りないか

だろう。

　他方、蔵すものと蔵されるものが、互いを蔵しき

り、互いのうちに蔵れきる（山が山に蔵れる）という仕

方で、自分自身の力量を発揮する（蔵に蔵山する）［蔵

れることにおいて蔵れる山自身が実現する］ことができる

とすれば、それは、蔵すものと蔵されるものが、「そ

れ自身と同一な実体的なもの」（やま）などではなく、

「それ自身と差異する同じ一つの出来事」（山）の「互

いに差異する独自の生起の仕方」でありうるからだろ

う。

　そのかぎりで、行為するもの（山）は、その行為と

一つのこととして生起する出来事（山）のうちに蔵れ

きり、この行為において生起する出来事（山）は、そ

れと一つの出来事として生起する行為するもの（山）

うちに蔵れきる。道元において、とりわけ、仏道修行

する行為（山）と、「仏であることを実証する出来事

（山）に関して、「山はこれ山」（山は山に蔵れる）と言

われることも、この一般的な出来事の（たとえ特権的で

あっても）（あるいは、道元では、唯一かも知れないが）一事

例であると考えられる。

　「蔵」は、「隠す」、「見えなくする」だけでなく、

「おさめ入れる」、「たくわえる」、「内蔵する」を意味

するのだろう。
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